
D I V E R S I T Y

すべての人が「自分らしく」誇りを持って
暮らすことのできる社会を目指して

当社では、お客様それぞれの人生や生活にまつわるストーリーを
大切に、多様なライフスタイルに寄り添う様々な商品を提案して
きました。世の中が大きく変化している今、これまでのステレオ
タイプの価値観に縛られず、すべての人が自分らしく誇りを持って
暮らすことのできる社会を目指し、女性応援や時短・時産などを
テーマにした商品展開を行っています。社内においても、研修や
社内イベントを通じて、ジェンダー平等やダイバーシティ・エクイティ
＆インクルージョンの実践を推進しています。

「多様性」を
応援する

時短・時産で
ライフスタイルを整える

　内閣府の調査では、共働き世帯が7割を超え、共働
きがスタンダードな時代となりました。しかしながら、
家事分担においては、以前と変わらず女性の役割が
大きく、男性の分担割合は限定的です。さらに高齢化
も進み、家族のあり方も多様化している現在、家事の
工程や時間を短縮し、新たな時間や心の余裕を生み
出すことが求められています。
　そこで当社では「時短・時産」をテーマにした様々な
アイテムをご提供。油を使わず揚げ物が作れるオーブン、
ほったらかしでも本格料理ができる調理器具など、
家事負担軽減だけではなく、機能的にもデザイン性
にも優れた商品で、お客様一人ひとりの多様なライフ
スタイルを整えるお手伝いをしたいと考えています。
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材料を入れてタイマーをセットするだけで、
本格料理が完成

油を使わず揚げ物ができる、 
ノンフライオーブンで

ヘルシー調理
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すべての従業員が、
イキイキと活躍できる職場環境づくり

　当社では、多様性を尊重し、「違い」を強みと考え、お互いを認め合い、
一人ひとりが力を発揮できる組織を目指しています。
　2022年度は、これまでのダイバーシティ＆インクルージョンに、「エク
イティ（公正性）」の視点を加え、女性社員のキャリアデザイン、ジェン
ダー表現ガイドの作成、LGBTQ+セミナーなどに取組み、様々なバック
グラウンドを持つ社員が、活躍できる風土の醸成を進めました。これ
らが評価され、女性の活躍推進などに優良な企業として「えるぼし」の
3つ星、任意団体「work with Pride」によるLGBTQ+への取組み評価

「PRIDE指標」において「ゴールド」、D&Iに取組む企業を認定する「D＆I
アワード」では「ベストワークプレイス」と、それぞれの最高位を獲得
しました。

加齢による身体の課題を、
ポジティブに解決

　高齢者人口割合が、世界一である日本。当社では、加齢による「音が聞こえにくい」「手元が
見えにくい」といった、様々な身体上や日常生活の課題を、前向きにそしておしゃれに解決する、
さらに日常がポジティブに広がるアイテムを提供しています。
　綿花由来のイタリア製天然素材・セルロースアセテートを使い、福井県鯖江の職人が手作りした
高級感のある温もりが魅力のペンダントルーペなど、デザインと実用性を兼ねた商品は、お客様
にご好評いただいています。

継続的な
社会貢献活動

　長年にわたり継続して実施している
社会貢献として、当社の通販カタログ
の売上の一部を、貧困に苦しむ女性たち
や、被災地の子どもたちの心のケアなど
を支援する活動に寄付する活動を行って
います。また、20２2年度は、トルコ・シリア
地震の被災地支援として、社内でチャリ
ティ販売会を実施し、それら売上など
社員による寄付を行いました。

寄付先 2022年度寄付額 寄付内容

認定NPO法人 国連UNHCR協会 1,092,880円 難民女性における生理用品支援のための寄付

公益社団法人 ハタチ基金 748,580円 被災地の子どもたちに学び・自立の機会を提供する活動に寄付

認定NPO法人 国連WFP協会 2,063,770円 子どもたちの給食１人１日分相当を寄付

日本財団 615,510円 すべての子どもたちに、安心できる居場所を提供するための活動に寄付

公益財団法人 日本対がん協会 244,730円 乳がんをなくす「ほほえみ基金」への寄付

公益財団法人 日本動物愛護協会 20,200円 動物愛護支援の活動に寄付

〈2022年度寄付先一覧〉

「多様性」を
応援する
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おしゃれなペンダント見えするルーペは、
16gと軽量

困った時にサッと出して、 拡大「1.5倍」
スマホと一緒に持ち運べるメガネ型ルーペ

イヤホンのように装着するだけで、 
効きたい音にピントを合わせて

聴こえをサポート
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https://www.japanforunhcr.org/
https://www.hatachikikin.com/
https://ja.wfp.org/
https://www.nippon-foundation.or.jp/
https://www.jcancer.jp/
http://jspca.or.jp/
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Story

女性はライフステージによって、女性ホルモンの変化からくる不調やゆらぎを感じていながらも、仕事・家事・育児・介護などの

日々の忙しさも重なり、どうしても我慢をしてしまったり、それを後回しにしてしまったりすることがあります。当社では、こうした

女性特有の生理や更年期などの健康課題、あるいは出産や加齢による骨盤底筋の緩み等の解決に貢献するため、「フェムケア」

「フェムテック」分野の商品の展開に力を入れています。リンパの流れる鼠けい部を締め付けずに開放感のあるラクな着心地な

がらも骨盤まわりをサポートするショーツ、うっかり漏れのお悩みに有効な骨盤底筋トレーニングのための機器、骨盤出産経験

のある女性の約4割に発症する骨盤臓器脱の症状のためのサポーターなど、人には言いにくい女性の悩みに寄り添う商品を

ラインナップしました。当社はこれからも自分らしいストーリーを描くために、自分を労い、大切にする女性たちを応援していきます。

自分を労い、
大切にする女性たちを応援
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